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【 背 景 ・ 目 的 】 現 在 、 飼 料 価 格 高 騰 と 子 牛 価 格 低 迷 が 続 い て い る 。

本 県 に お け る 成 雌 牛 1 頭 当 た り の 売 上 高 に 対 す る 購 入 飼 料 費 割 合 は 、

令 和 元 年 に は 42.6％ で あ っ た が 、 令 和 ５ 年 に は 69.3％ ま で 上 が っ

て い る（ 図 １ ）。生 産 コ ス ト 低 減 の た め 、粗 飼 料 と し て 野 草 を 給 与 す

る 肉 用 牛 繁 殖 農 家 が 増 え て い る が 、 飼 料 給 与 内 容 は 繁 殖 性 に 大 き な

影 響 を 与 え る １ ）。 当 支 所 で は 、 令 和 ２ 年 度 か ら 肉 用 牛 繁 殖 農 家 に 対

し て 、 血 液 生 化 学 検 査 を 活 用 し 、 生 産 性 向 上 や 飼 料 給 与 内 容 の 適 正

化 の 指 導 を 行 っ て い る 。 令 和 ４ ～ ６ 年 度 の 検 査 に お い て 、 粗 飼 料 と

し て 河 川 敷 の 野 草 を 給 与 し て い る 管 内 黒 毛 和 種 牛 繁 殖 農 家 （ 以 下 、

A 農 家 ）で 、肝 機 能 不 全 を 疑 う 血 液 生 化 学 検 査 所 見 が 見 ら れ た た め 、

指 導 を 行 っ た 。  

 

【 方 法 】令 和 ２ ～ ６ 年 度 に 年 １ 回 、A 農 家 に 対 し て 、給 与 飼 料 内 容 、

繁 殖 成 績 、 飼 養 管 理 状 態 等 の 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た 。 繁 殖 ス テ ー

ジ 毎 に 無 作 為 に 抽 出 し た 繁 殖 母 牛（ 14～ 21 頭 ）か ら 採 血 し 、生 化 学

自 動 分 析 装 置 （ 富 士 ド ラ イ ケ ム NX500IV、 NX600V） に よ り 血 清 Glu、

T-Cho、BUN、ALB、GOT、GGT、Ca 値 の ７ 項 目 を 測 定 し た 。血 液 生 化 学

検 査 結 果 に 異 常 が 見 ら れ た 一 部 の 牛 に つ い て は 、臨 床 検 査 を 実 施 し 、

浮 游 法 お よ び 渡 辺 法 ２ ）に よ る 寄 生 虫 卵 検 査 を 実 施 し た 。毎 年 、調 査

お よ び 検 査 の 結 果 に 基 づ き 、 総 合 指 導 を 行 っ た 。  

 

【 結 果 】A 農 家 は 繁 殖 成 績 不 良（ 表 １ ）の た め 、令 和 ２ 年 度 か ら 牛 群

の 血 液 生 化 学 検 査 を 実 施 し て い た 。 令 和 ２ 年 度 お よ び 令 和 ３ 年 度 は

標 準 値 １ ）か ら 大 き く 逸 脱 し た 値 は な か っ た が 、令 和 ４ 年 度 検 査 に お

い て 血 清 T-Cho、 GOT、 GGT 値 が 標 準 値 よ り 高 い 牛 が 増 え 、 肝 機 能 不

全 ３ ）が 疑 わ れ た（ 表 ２ ）。A 農 家 は 令 和 4 年 初 夏 ご ろ よ り 、粗 飼 料 と

し て 野 草 を 給 与 し て お り 、 維 持 期 の 給 与 内 容 お よ び 栄 養 充 足 率 は 表

３ の と お り で あ っ た 。 GOT 150IU/L 以 上 を 示 し た 牛 ３ 頭 の 臨 床 検 査

を 実 施 し た が 、 削 痩 、 黄 疸 等 、 肝 機 能 不 全 を 疑 う 外 見 上 の 異 常 は な

か っ た 。 ま た 、 同 牛 糞 便 か ら 寄 生 虫 卵 の 検 出 も な か っ た 。 検 査 時 に

毒 草 を 疑 う 野 草 の 混 入 は な か っ た 。 河 川 敷 野 草 の 給 与 を 開 始 し た 時

期 と 肝 機 能 不 全 を 疑 う 血 液 生 化 学 検 査 が 見 ら れ た 時 期 が お お む ね 一

致 し た た め 、 虫 卵 検 出 が な く と も 肝 蛭 ・ 肝 吸 虫 へ 感 染 し て い る 場 合

が あ る こ と を 農 場 長 に 説 明 し 、 ブ ロ ム フ ェ ノ ホ ス 製 剤 の 投 与 を 指 導

し た 。  

令 和 ５ 年 度 検 査 で も 同 項 目 が 標 準 値 よ り 高 い 牛 が 多 く 、 特 に GGT



値 は 平 均 値 281.9IU/L と 高 値 を 示 し た（ 表 ２ ）。繁 殖 成 績 も 前 年 よ り

悪 化 し て い た た め 、農 場 長 に 各 牛 の 駆 虫 実 施 月 日 を 確 認 し た と こ ろ 、

一 部 の 牛 に は 実 施 ず み で あ る と の 回 答 だ っ た が 、 記 録 が な か っ た た

め 、 駆 虫 月 日 を 記 録 し 、 １ 分 娩 1 回 を 目 安 に 全 頭 に 定 期 的 な 駆 虫 を

す る よ う 、 再 指 導 し た 。  

令 和 ６ 年 度 検 査 で は 、前 年 検 査 に お い て GGT 値 の 高 か っ た 母 牛 10

頭 か ら 糞 便 を 採 取 し 、虫 卵 検 査 を 実 施 し た と こ ろ 、３ 頭 か ら 肝 蛭 卵 、

1 頭 か ら 肝 吸 虫 卵 を 検 出 し た 。 GGT 値 は 平 均 値 73.7IU/L と 依 然 と し

て 高 い が 前 年 よ り や や 改 善 が 見 ら れ た 。投 薬 記 録 を 確 認 し た と こ ろ 、

期 間 内 の 分 娩 牛 は す べ て 駆 虫 剤 を 投 与 さ れ て い た 。 繁 殖 成 績 は さ ら

に 悪 化 し て い た 。 原 因 と し て 、 肝 機 能 不 全 に 加 え 、 畜 主 の 牛 舎 滞 在

時 間 が 十 分 に と れ ず 発 情 発 見 率 低 下 と 初 回 授 精 日 の 遅 れ が 課 題 と 考

え ら れ た 。 現 在 、 分 娩 後 早 期 に 積 極 的 な 繁 殖 検 診 に 取 り 組 む よ う 指

導 し て い る 。  

 

【 考 察 】 肝 蛭 ・ 肝 吸 虫 は 、 野 草 給 与 を 継 続 す る 限 り 、 駆 虫 後 も 再 感

染 し 続 け る 可 能 性 が あ る 。肝 機 能 不 全 に よ り コ レ ス テ ロ ー ル の 合 成・

分 解 に 支 障 が 出 て い る 場 合 、 ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン の 合 成 や 分 解 に も

支 障 が 生 じ 、 繁 殖 成 績 の 低 下 に 繋 が る ３ ）。 定 期 的 な 駆 虫 を 継 続 し 、

撲 滅 で き ず と も 制 御 す る た め 、 今 回 の よ う に 長 期 的 な 調 査 と 指 導 を

継 続 す る こ と が 有 効 と 考 え る 。 ま た 、 A 農 場 で は 、 糞 便 か ら 肝 蛭 虫

卵 が 検 出 さ れ た 牛 や 、 高 い GGT 値 を 示 す 牛 で も 、 削 痩 、 黄 疸 等 、 肉

眼 所 見 を 伴 う 臨 床 症 状 が な か っ た 。 血 液 検 査 を 用 い た 指 導 は 、 農 場

に あ る が 、 目 に は 見 え な い 、 潜 在 的 な 問 題 の 早 期 発 見 と 解 決 に 有 効

で あ る こ と が わ か っ た 。 生 産 コ ス ト 低 減 の た め 野 草 を 給 与 す る 農 家

は 増 え る と 考 え ら れ る 。 今 後 も 長 期 的 に 調 査 と 指 導 を 継 続 し 、 結 果

を 管 内 農 家 の 生 産 性 向 上 に 活 用 し た い 。  
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図１ 成雌牛1頭当たりの売上高に対する
購入飼料費割合の推移

（令和5年度和歌山県畜産経営技術指導報告書より）

年次

期首
経産牛
頭数

初回授精
日数 交配回数 空胎日数

R2 16頭 102日 1.4回 134日

R3 19頭 118日 1.2回 136日

R4 19頭 123日 1.5回 147日

R5 18頭 150日 2.1回 190日

R6 21頭 167日 1.5回 237日

表１ A農家繁殖成績概況

表２ 血液生化学検査結果（平均値）

検査
年度

Glu
(mg/dL)

T-Cho
(mg/dL)

BUN
(mg/dL)

ALB
(g/dL)

GOT
(IU/I)

GGT
(IU/L)

Ca
(mg/dL)

R2
(n=16)

54.0 112.3 6.4 3.7 52.4 20.3 9.2

R3
(n=14)

61.8 116.6 9.3 3.7 67.9 22.6 9.5

R4
(n=20)

69.4 203.0 13.9 3.5 100.2 42.4 9.6

R5
(n=20)

66.0 188.4 13.8 3.0 108.5 281.9 8.7

R6
(n=21)

60.2 188.5 11.8 3.2 105.9 73.7 9.1

・乾物量 102.5％
・粗蛋白質 133.3％
・可消化養分総量 106.2％

（日本飼養標準肉用牛2022年版および日本標準飼料成分表2009年版を参照）

表３ A農家給与飼料概況

繁殖牛（維持期）への給与飼料内容

・野草（原野）生草 15kg（河川敷を中心に採集）
・豆腐粕サイレージ 0.5kg
・繁殖牛用配合飼料 0.5kg

成雌牛（500kg）の維持に要する養分量の充足率


